
ニユース・ダイジエス卜

~・1509001: 2015年版の最能原案発行される
IS09001は世界で何百万もの組織の役に立ってきた。成長率の上昇、 生産性の向上、 顧客満足度及び顧

客の定着度の大幅な増加がユーザーから報告されている。

9 月にIS09001の2015年版が発行されるが(テクノファ注 :9月23日に発行溝)これは2000年以降初め

ての大幅な改訂である。世界中のユーザー及び専門家からのフィードパックを受けて変更を施した最終原

案が現在公開されている。 I鉛9001を理解するのに不可欠な用語はIS09000に定義されているが、これら

も改訂され、同時に発行される予定である。

2000年以降ビジネスのやり方は大きく変わった。どの企業も情報を瞬時に入手でき、 一緒に仕事をす

る協力組織により大きな期待をかける一方で、一層複雑なサプライチェーン及び世界的に競争力のある経

済に対応しなければならない。 IS09001 :2015はこの点を考慮に入れて改訂された。

以下が主な変更である。

・ それぞれの組織ごとのニーズに合うマネジメントシステムを構築することをより重視

-より広範な経営戦略に品質を合わせることに組織の トップにいる者たちが関与して説明責任を持つとい

う要求事項

- 規格全体を通じたリスクに基づいた考え方により、マネジメントシステム全体が予防ツールとなり、 継

続的改善が促される

・文書化に対する規範的要求事項が減った: 組織は、必要とする文書化された情報やそれを入れるフォー

マッ トを決めることができる

-共通の構造及びテキストを用いることにより他の主なマネジメントシステム規格と整合させることがで

きる

IS09000は、これも現在改訂中でありIS09001 と同時に発行される予定であるが、 IS09001を理解す

るのに極めて重要な用語及び定義を概説している。

ht句://www.bsigroup.com/en-GB/about-bsi/media-cen仕e/pre回-releases/2015/j叫y/ISO-9001-Qu

a1ity-Management-System-fina1-draft-standard-published/ 
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.~砂眠014001: 2015年版の最終原案発行される
世界でもっとも広く採用されている環境マネジメントシステムの国際規格であるIS014001は、 30万以

上の組織が環境パフォーマンスを向上させる助けとなってきた。

IS014001が組織の役に立ち、今日の市場においてその妥当性を維持し続けることを確実にするために

本規格は改訂される (テクノファ注 : 9月1 5日に発行済)。最終原案は、 25か国の40人の専門家の意見を

聞いてまとめられ発行された。今回の改訂では、環境プラクティスの変更に対処するだけではなく、環境

マネジメントシステムを将来時代遅れにならないよう設計する乙とを可能にする。との新規格では、 「将

来の難題である環境マネジメントシステム」の研究を通して特定された11の懸念事項に対処しようとして

いるが、 IS014001の改訂に対するユーザーの期待を主に取り上げた。環境パフォーマンスの改善及び中

小企業における環境マネジメントシステムの理解を高めるととが提案には含まれていた。さらに、 「ライ

フサイクルの考え方j を取り入れてサプライチェーン内の環境彰響にも注目した。乙れは製品のライフサ

イクルの典型的な段階に言及するものであるが、ビジネスが拡大するにつれてすべての段階の重要性が高

まる。これらの段階を詳しく検討することで、サプライチェーンの透明性を維持して環境衛生を保護する

助けとなる。

IS014001の主な変更には以下のものがある:

・新しい上位構造(HLS)・すべてのマネジメントシステム規格に共通の用語、定義、見出し及びテキストを

備え、複数のマネジメントシステムを実行する際に統合を容易にする

-環境マネジメントシステム (EMS)を業務プロセスに組み入れて環境パフォーマンスの改善に生かすと

とを確実とする際にトップマネジメントの果たす役割により重きを置く

・組織が直面するリスク(原料の価格変動など)や、乙れらのリスクにより与えられた機会(より優れた

資源効率)を考慮する

・組織の状況に重点を置き、企業が環境に及ぼす影響をよりよく理解する助けとなるが、同じく重要なこ

とである、環境問題(気候変動のような)が企業に及ぼす影響を企業がよりよく理解する助けとなる

httD:/ /www.bsigrouD.com/en-GB/about-bsVmedia-centre/Dr信念releascs/2015/july /F泊叶ISひ14

OOl-En吋ronmental-Management-System-draft-s也ndard-re吋sed/

..マネジメントシステム認証のレベルを上げる

効果的なマネジメントシステムは不可欠なビジネス要素であり、それが広く認められている規格の認証

を受けることは多くの益をもたらす。 ISOのマネジメントシステム規格の認証を行う認証機関及び審査員

に関する新規格により認証プロセスはさらによくなった。

ISO/IEC 17021-1:2015 適合性評価ーマネジメントシステムの審査及び認証を提供する機関に対す

る要求事項、第 1 部:要求事項は、認証機関及びその審査員の力量に言及している。世界中の官民組織に

とっての価値を高めるために、あらゆるタイプのマネジメントシステムの審査及び認証に適用する。発行

されたばかりのISO/IEC 17021-1:2015はISO/IEC 17021-1:2011に取って代わる。

.効果的なツールを提供する

マネジメントシステム規格(MSS)の審査及び認証は、国際貿易には重要な資産であり、世界経済が長期

にわたり健全であるためには不可欠である。ビジネスパートナーとの信頼、組織聞の信頼及び顧客との信

頼を築くため、サプライチェーンの供給者に資格を与えるため、また調達契約に入札するための要求事項

として、マネジメントシステム規格への適合性を証明する証明書は世界市場において広く用いられる。

新しいISO/IEC 17021-1を用いる認証機関は、適切な要員を備え、一貫したプロセスに従い、一貫し

たやり方で審査結果を報告する有能な審査チームを保証するととができる。ある認証機関が交付する証明

書はほかの機闘が発行するものと同等であるということは、規制当局、顧客、供給者及び他の利害関係者

の信頼を生む助けとなる。

.何が新しい?

それでは、新しいISO/IEC 17021-1:2015はその前版(lSO/IEC 17021:2011) とどのように違うの

か?具体的には、 ISO/IEC 17021-1:2015は認証サービスが認証機関によってどのように提供されるかを

さらに重視するために改訂され、改善は次のことを目的とするものである。
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-組織構造にかかわらず、地理的に分散したオフィスの認証機関による業務管理及び組織管理の有効性を

高める

-追加のリスクマネジメントアプローチを強化する

-審査時間及び審査期間を定めて、正当とする根拠に対する要求事項は審査期間(開始から終わりの会議

までの時間)を対象とする

・現在ISO/IEC 17021 :2011の認定を受けている認証機関にとっての意暗?

規格を開発した専門家チームの共同議長であるラシディ・ダウアティー氏とアリスター・ダルリンプル

氏によると、非常に多くの改善をユーザーは経験することになる。「我々の考えでは、現在の認証機関が

これらの変化に合わせるほうが簡単だろう。プロセスに大幅な変更を加える必要がある認証機関はほとん

どないだろう。しかしほとんどすべての変更が改善であるので、認証の信用性及び完全性を増すことにも

なると思っている。」

・広がる範囲の一部

ISO/IEC 17021-1はマネジメントシステム規格のファミリー規格の認証では最新であるが、ほかに以

下の 6種類のマネジメントシステムに関する規格がある。

-環境マネジメントシステムに関するISO/IEC TS 17021-2 

・品質マネジメントシステムに関するISO/IEC TS 17021-3 

・イベントの持続可能性マネジメントシステムに関するISO/IEC TS 17021-4 

・アセットマネジメントシステムに関するISO/IEC TS 17021-5 

-事業継続マネジメントシステムに関するISO/IEC TS 17021-6 

・道路交通安全マネジメントシステムに関するISO江EC TS 17021-7 

ISO及び各国の認定機関の協会である園際認定機関フォーラム(IAF)は、認証機関が新規格の要求事項

を満たして業務及びプロセスを提供するために、 ISO/IEC 17021-1:2015の発行日から2年の移行期間に

同意した。

詳細を記したISO及びIAFの共同文書はここから入手可能である。

ht句://www jso.org/iso/home/news~泊dex/news_archive/newsJ由n?refid=Refl972

.~砂セキュリティーマネジメン卜規格発行される

BSIはBS 16000 セキュリティーマネジメント 一 方策及び運営上のガイドラインを発行した。このガ

イドラインはセキュリティーマネジメントの基本原則を示し、あらゆる種類及び規模の組織でセキュリテ

ィーを効率良く管理するために何を含めるべきかを述べている。組織でセキュリティーの職務に関わる人

だれでもが、第一歩として用いるための、あるいは既存のセキュリティーマネジメントを見直して改善す

るための枠組み、原則、語葉が含まれている。

BS 16000は以下に閣する指針を含んでいる:

.組織の状況の理解

・セキュリティーの枠組みの開発

-セキュリティーリスクアセスメント

-セキュリティーのソリューショシの実行

.セキュリティープログラムの実行

・セキュリティーのソリューション(物理的、技術的、有人の、情報の、 手続的、 要員などのセキュ r)テ

ィーのソリューション)

-セキュリティープログラムの監視

セキュリティーマネジメントは、組織がその評判及び財政の健全性を守る乙とによって組織の目的を達

成する役に立つ重要な戦略的能力である。

ht句:/Iwww.bsigroup.com/en-GB/ about-bsi/media-cen位e/pr田町el聞記s/2015/ july /Security-ma 

nagement-standard-is-published/ 
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テクノファ最新ニユース

テクノフア・年次フォーラム(東京/大阪)開催と会員優先申込のご案内
マネジメントシステムに関わる方へ知見を深めていただく総合フォーラム(参加費無料)

テーマ: r2015年版への移行対応を考えるj

大阪開催 2015年12月 16 日(水) 13:00......17:00 

場所:大阪科学技術センター 大ホール地下鉄四ツ橋線肥後橋駅/本町駅徒歩7分

東京開催 2015年12月 22日(火) 13:00......17:00 

場所:きゅりあん(品川区立総合区民会館 大ホール)JR・東急大井町駅徒歩1 分

.予定カリキユラム・
13 : 1O~13 : 40 基調講演
13 : 40~14 : 40 パネリスト紹介
15 : 00~16 : 45 パネルデイスカッション
(17:00閉会予定)

【パネリスト】 (予定)

(公財)日本適合性認定協会 常務理事藤巻慎二郎氏
(一社)日本能率協会 理事武中和昭氏
(ー財)日本規格協会マネジメントシステム審査員評価登録センター(JRCA)

所長上中浩幸氏
(株)日本環境認証機構 取締役審査部長水上 浩氏
アイシン・エィ・ダブリュ(株)人材開発本部 安全環境部

主席部員鈴木信吾氏

*テクノファ会員の皆憶を対象に優先的に申込受付を致します。

詳細、申込については、 10月より公開予定下記のホームページをご覧ください。

https://www.technofer.co.jp/convini/forum2015.html 

1509001/14001 2015年版に対応するセミナーラインナップ

-短時間で主要改正点を解説
金額は全て税別です

次期改正1509001/14001 規格最新情報セミナ一 (5Q51/5E44)

受講料9 ，800門会員8，820円

各3時間ずつを同日に開催、 1 日にまとめて、 IS09001/14001の最新情報を入手することができます。

(IS09001、 14001いずれかだけのご参加も可能です) 10/15(木)東京 10/20(火)大阪 12/8(火)東京他

・QMS/EMS審査員のための審査員資格移行コース

QMS: JRCA登録QMS審査員資格の2015年版への移行差分研修コース (CPD対応)

1509001 : 2015対応審査員資格移行コース (TM57) 受講料25 ， 000門会員22 ，500円

EMS:CEAR登録EMS審査員資格の2015年版への移行差分研修コース (CPD対応)

[CEAR登録審査員補]

15014001: 2015対応審査員資格移行コース (TM58) 受講料30 ， 000円会員27 ，000円
[CEAR登録審査員・主任審査員] (準備中)
CEAR承認15014000リフレッシユコース (TE23) 2015.9.26(土)J 11崎コースより対応

・QMS/EMS 2015年版内部監査員移行コース

2015年版規格の変更点を中心とした解説と変更点に対する内部監査の着眼点の演習

1509001 : 2015対応内部監査員移行コース (TQ46) 受講料28 ， 000門会員25 ，200円

15014001: 2015対応内部監査員移行コース (TE46) 受講料28 ， 000門会員25 ， 200円

移行をスムースに進めるための、新サービスがスタートします

・1509001/14001 規格2015年版対応 WI50マニュアル移行サポートサービス』

マニュアル移行の作業時間を大幅短縮! 御社のQMS/EMSの移行の必要箇所がわかります!

URL : http:/川川w.technofer.co.jp/others/ikou .html 担当:吉田 (yoshida@technofer. co.jp)
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r 、

改正1509001の最終国際規格案 (FDI5) が発行
(株)テクノファ取締役研修事業部長須田 晋介
G24 CRevision ofIS09001)日本代表エキスパート

前号に続いて

規範的(詳細)な要求事項を削減し、より主体的な取り組みへ (変更点Na3)

組織にこの規格をより主体的に使ってもらうため、改正規格では規範的(詳細)な要求事項が減りました。そのた

め、一部ゅではありますが暖昧な表現だと感じる部分が見られるかもしれません。しかし、これは目的志向で、いま

まで以上に取り組みましょう、という改正規格のメッセージだと捉えてください。「箇条4 組織の状況」には íQMS

の意図した結果」という表現が出てきますが、まさにQMSを何のために運用するのか、そのことを明確にすれば自

ずと何をすればよいかが見えてくるはずです二規格にとらわれ過ぎず、目的志向で取り組んでくださいという規格の

意図を理解していただきたいと思います二

<規範的として削除された要求事項>C一部) ※箇条No.は現行版規格に基づく

① 5.5.2 管理責任者

トップによる管理責任者の任命要求を削除(改正規格では、同等の責任及び権限を誰にとは特定せず、しかる

べき人に割り当てることを要求している)

② 7.5.2 製造及びサービス提供に関するプロセスの妥当性確認のa)""'d)を削除

( 7.5.5 製品の保存
「この保存には、該当する場合、識別、取扱い、包装、保管及び保護を含めなければならない。」を注記へ移動

( 8.1 (測定、分析及び改善)一般
「これには、統計的手法を含め、適用可能な方法、及びその使用の程度を決定することを含めなければならないU

を削除など

聞示的な文書化要求の削減 (変更点Na4)

改正規格では、明示的な文書化要求が削減されています二例えば、品質マニュアルや6つの文書化した手順書

は要求されなくなっています二ただし、その他は、現行版と大きく変わらず、それほど減っていません。品質方針、

QMSの適用範囲、要求事項の適用不可能な理由の文書化は、改正規格でも求められており、記録要求も現行規

格と大きく変わりません。

改正規格では「必要な程度」、「必要とされる程度」という表現で文書化した情報の維持が要求されています三

組織の判断次第で管理対象となる文書の数は変わります二この点において、一概に文書化要求が弱まったとは言

えません。

サービス業はより適用しやすくなる (変更点Na5)

IS09001を使っている組織の中にはサービス業の方も少なくないと思います二今回の改正ではその方々を意識

した変更も盛り込まれました。一例として、いままでの解釈では「サービス」は「製品」という言葉の中に含まれて

いたのですが、改正規格では、サービスという言葉を表に出して、「製品及びサービス」と表現します二

その他にサービス業に配慮した箇所をいくつか示します二

<サービス業を配慮した変更>C一部3 ※箇条恥は改正規格に基づく

( 7.1.4 プロセスの運用に関する環境

・“作業環境"から変更

( 7.1.5 監視及び測定のための資源(陀sources)

.“機器"を

( 8.5.4 保存
・“指定納入先"を削除など
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「

QMS(晶置マネジメントシステム)0)境界を決定する (賓更点tÐ6)

今固から、 QMSの境界、すなわちQMSの適用範囲の決定が要求事項として求められていま"9'0 組織が'QMSに

ついて抱えている裡題は何か.お客様舗揺れその他の利害関偏者が組踊の製品・サービスに期待していること

は何か。これらの課題、期待を考えたとき、どの範囲、活動をしっかり管理しなければ\製品・サービスの品質が確

保できないかというロジックで考え、管理が必要な範囲、すなわちQMSの適用範囲を決めることを改正規格は求

めていま守二

組織によっては、開証審査における適用範囲を、例えばi 工場単位、特定の事業部単位など、限定的に認証を取

得している場合があるかと且います二組織の戦略としてL ある特宜の機能(前例で言えば工場という製造機能)を

確実に管理することを目的に認証の適用範囲を限定することもひとつの考え方です二一方、顧客の視点としては、

製造機能だけではなく、その他の営業、設計などの櫨能もしっかり管理されていることが期待されているかもしれ

ません.組曲としても、顧客に満足してもらう製品・サービスを提供するには、工場という製造機能を管理だけで

は、それは実現できないと思います二

改正規格でQMSの適用範囲の決定カ寝求事項となったととを受け、組織の方々には今一度、現状のQMSの適

用範囲'e. QMSに関わる課題、そして、顧客の期待に応えられるのかどうかについて考えてみていただくとよろし

いかと思います二

(変更点tÐ7は省略する)

トップの闘与が強〈求められる (R更点tÐ8)
「箇条5 リーダーシップ」では、トップのリーダーシップに関する要求事項が強化されました。やはりトップが

QMSを車先して推進していく強い姿勢が示されなければi いくら良いシステムカ糟築されたとしても、効果的に機能

しません.以下が改正規格でトップがリーダーシップ及びコミットメントを実証する必要がある主な追加事宥です二

-品質マネジメントシステムの有効性に説明責任を負う.

・組織の事業プロセスへの品質マネジメントシステム要求事項の統合を確実にする。

.プロセスアプローチ及びリスクに基づく考え方の利用を促進する.

・品質マネジメントシステムがその意図した結呆を達成することを確実にする。

これらについて、トップ自らが説明できる必要があります二

聞書満足度の改吾 (R更点tÐ9)

現行販では、「顧客満足の向上l という表現は要求事項では箇条5.2 (顧客重視)の中で 1回しか使用されてい

ません。改正規格では要求事項の中で5回塾場し、現行版に比べ多く使用されています二

また、改正規格では、 rQMSの意図した結果l という表現も良〈使用されています(箇条4以降で4回). rQMS 
の意図した結果j は組織により異なりますが、基本は、この規格の箇条1 (適用範囲)で示されている、圏客及び

適用される法令・規制要求事項への適合を実証する場合と市「顧客満足の向上J :を目指す場合になりますL

改正規格は、 QMSの活動が「顧客満足の向上l に繋がるととを求めています二単に規格で求められているから

取り組むのではなく、『顧客満足の向上l という目的をしっかり意識する必要があります二乙の点においても改正規

格は目的志向で取り組むこと古味められます二

-改正版IS09001の発行にあたり
現在、 FDIS9001を国際規格 aS) にして良いかどうかの投票が行われています二この段階では、大きな内容変

更はもうされませんので、今回のFDIS9001がほぼ最終形だと考えていいでしょう.

組り返しになりますが、組描が品質マネジメントシステムを構築、運用する目的はいろいろ考えられますが、基

本は、顧客要求事項及び適用される法令規制要求事項を満たした製品・サービスを一貫して提供すること、並び

に顧客満足を向上させるととです二 IS09001の要求事項はこのことを実現するためにありますユ今回の改正規格

は、要求事項の意図をしっかり理解してQMSを運用すれば、おのずと結果が出る規格にいままで以上にするため

に、必要な要求事項を追加したり、表現を見直したり、場合によっては要求事項を削除しました，この意図をしっか

り踏まえ℃新しい規格を上手に使っていただければと且いまt
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JIS Q 9005:2014 
賀マネジメントシステh
一揖縮可能思慮畏@指針@概要

{棒}テクノ "J T 平林良人

JIS Q 9005: 2014についてお話しします二
この規格は1994年lS09004改訂に際し日本から書

考規格として提示された経緯がありますが、その改E
肱としてH26年12月に1509001を補強する位置付けと
して発行され持続的成功の指針色して具体的な提案が
掲載されていま主

JISQ 9∞5の特徴
.1509001/隠O民刷蝿格との関連性

JISQ9目指:1015

円摺伊 I SO!lOO4: 
一一一一一一_..... 2010 

ー 園野10 1

曹盟: 1
WHa蜘|

JIS Q 9005のキーワードを紹介します二
1 持続的成功:IS09001 ・IS09004'で提案した担品
の質やサービスを通じて組臓が市場で成功を持
続させることをより強〈打ち出しています二

2 事業環境:環境が事業に及ぼす髭響にどう対応し
ていくのかを聾っています二

3 顧客価値:顧客の希望する製品を提供することは
自明ですが、一歩踏み込んで顧客側から感じる価
値観がどのようなものか更に考慮しようと提案し
ています二
4 自己評価:QM5設計にあたり、社会的な水車を視

点にどの程度の位置にあるか自己評価・判断のた
めのチェックリストがあります二

lS09001の視点から有効利用につながる重点的分
野として以下の箇条があります二

箇条4:4.5品質マネジメントの新しい原則として
IS09001にない、社会価値重視・コアコンピタンスの認
識・システム思考を挙げ持続的成功をより堅実に示して

7 

本摘は本年7ß28日に大阪科学誌街センターで開
値された.5回テクノアァフsーラム・大阪から野社

大阪いずみ市民生括協同組
じます。

44 f奇続的成功のための晶貧マネジメントシステムモデル

i!....lL 

います二
箇条5:5.3提供する顧客価値の明確化.マネジメント
システムはしっかりした基盤の上に構聾されるもので
す二過去の事実データの分析から将来動向を見ていく
ものでt
簡請を8:8.2マーケティングにおけるプロセス確立とし
て、投入市場状祝や顧客価値を設定するためのアプロ
ーチ作成をガイドしていますL 同時にトップへの企画提
案など具体的戦略の展開についても示されています二
8.3研究開発もIS09001にはないところですが、特に
8.3.2技術戦略は事業成否を左右する重要な要素です二
8.2.3では担品開発のテーマに沿った鞍略的・効率的な
研究の実施を提案しています二
簡轟9:9.4ではパフォーマンスの監視、測定、分析に関
連する要素をー監表で示しています二

8 製品・ザーピス実現
811晶・サーピス実現 ヨ盃日

8.1 一般
・・b引!}:寸1:.&づ<.晶・ザ』ゼス@臭..，益・と」τ. 泊・駒f
.皐崎信守ーヶ，イ〉グ.碕禽圃禽ø.aø・卑...・
8.2守}ケテ4νグ

8.2.1 マーケティングのプt:I-t'ス
市.局劃島@故調Eを...温いとする市唱111_':量定するた
め@守ーヶティシグ@プロセス@・a
8.2.2マーケティングのアウトプヲト
ヨシセプト....，市・・鳳客企圃鍾...・t担保時綱展掴_，
2缶・略)0..
&却製品・サービスの:r.rセプ干の植立
8.2.4 マーケティングのプ'~スの運営菅湿

JIS Q 9005では利害関係者、事業環境の変化、
QMSの総合的なパフォーマンスも対象としています二

「



「

最後に特徴として挙げた「自己評価」ですが、項目に
沿って何年か継続すれば過去の組織の軌跡や競合他
社との関係が明示されます二各組織におかれでも、評価
分野を決めて結果検討に役立つ項目として出来るだけ
具体的な糸口になるよう検討されたものです。持続的

成功に向けた活用を期待しております二

2015改正を仕事I~~生かす
大阪い苦み市民生協の事例を参考に

大阪いずみ市民生活協同組合土居 栄三氏

ωずみ市民生協」ではマネジメントシステムの事務
局責任者として構築に携わってきました。いずみ市民生
協のマネジメントシステムについて簡単にご紹介し「仕
事に役立つシステムJ への改善や活用のポイントについ
てお話しします二

本日報告する内容
(1)2015故正をどのようにとらえているか
改正の狙いは「仕事に役立つシステムJへの改普

(2)対応の基本的な考え方
まずは『現在のシステム」を見つめなおすこと

(ヨ) r仕事に生かす」ための活用ポイント
1J事業プロセスへの個別システムの統合』とは
2.r4.組織の状況Jをどう活用するか
3.事業プロセスへの統合と『目標』殻定の工夫
4.二重管理をどのように改善するか

一例えば『文書週」について

5. r6.1及リスびクリ及スぴクマ樋ネ会ジへメのン取トシり組ステみム』
の活用について

(4)マネジメントシステムの改善一何からどのように進めるか

いずみ市民生協が構築・運用している
マネジメントシステムの特徴

①社会的責任課題を対象とする総合システム

②「横と維のシステム構造』ーゴールマネジメント
システムとリスクマネジメントシステムの統合

③現場が主人公の『現場マネジメントシステム」

④マネジャーによる年三回の相互監査

⑤月一回のマネジメントレビュー
(マネジメントシステムに特化した会議の開催)

当組織ではマニュアルという言葉は使用せずマネジ
メントガイドとしてマネージャーの手引きと位置付けて
います二 PDCAにおけるリスク評価は既に2006年噴か
ら開始し、 Doの特徴としてL 実行の準備、経営資源の管
理、事業計画などを統合した仕組みになっています二監
査は年3回 (3月Plan 7月Do Check 11月Act 及び

テーマ別)行い毎月トップ主催のマネジメントシステムレ
ビューを実施しています二マネジメントシステムにはそれ
なりのコストを割いており、今回の改訂内容を先取りし

た内容になっています二
今回の改訂は審査対応のためではありません。仕事・

マネジメントの標準化を整えるためであると考えます二
組織環境や課題などの変化に伴い改善・進行していか
ねばなりません。改訂は今後の経営環境の変化を見据
えた好機であるとポジティブに捉えるべきでしょう。
IS09001 ・ 14001ともマネジメントシステムが期待さ

れる結果を達成できる仕組みとなることに重点を置
き、戦略的な活用、リーダーシップの強化などを求めて
いると考えられます二個人的には重要なこととして「事
業・経営との統合」によってはい結果が生み出せるシス
テ剖にすること、経営マネジメントシステムへの個別マ
ネジメントシステムの統合である、また「組織の状況の
理解:J rリーダーシップJ rリスク及び機会」などの要求
事項はそのことを確実にするために「当たり前になすべ

きこむを求めているだけであると考えます二

(2)-② 2015対応でまず大切なこと

.自組織のマネジメントシステム (150対応)の
現状を点検して、 EK・眼園{仕事に位宜つ
システムにするための眠量)を明らかにする。

.まず、 遺Eの量園止重要なポイシトを掴み、
それを「改善課題』の解決にどのように生かす
かを考える。

・移行期間は規格発行から3年間ある。
マヱュアルの『支冨 E事Eのよ弓に壷聾するか
は‘彊梧iJ(轟軒きれてからでも聞に含弓e

(そもそもマニュアルは要求事項から消えた)

経済産業省が行ったマネジメントシステム規格を積
極活用しているトップへのヒアリング結果によると、定
着率向上、人材育成効果、多機能工化・均質化、コミュ
ニケーション向上等の効果を挙げています二
今ある仕組みを良くしようということを見抜き考えま

すと、まず現在のシステムを見て各組織の職場の仕組
みが仕事に役立っているだろうか?そもそも仕事と噛
み合っているのか?などが基本的な対応になります二
その上で大切なことは改善課題(仕事に役立つシステ
ムにするための課題)を明らかにすること。改正の意図
と重要なポイントを掴み 「改善課題」 の解決にどのよう
に生かすでか考えます二
改善に組織を巻き込むためにもマネジメントシステム
を使い仕事のやり方を変えなければならないことを鮮
明に、活用のメリットをシンプルに表現します二トップ・
役員などに粘り強くコミュニケートし、中長期の仕事で
あることへの理解を得る。以上いくつかポイントを紹介
させていただきました。
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